
カイロ
使い捨て サバイバル

シート

●カイロ　　　　　　●サバイバルシート　　　●防寒着　　　　　 ●手袋・帽子

地震・津波は、真冬におそってくる可能性もあります。

寒さ対策に必要なものを備えておきましょう。

●飲料水・食料　【参照ページ】P16 ～ 17

●カセットコンロ、ガスボンベ、固形燃料

●生活用水（風呂や洗濯機などに貯水）

●毛布・寝袋・洗面用具、ドライシャンプーなど

●調理器具（なべ、やかん、おたまなど）

災害発生直後、飲料水や食料等は、入手することが困難な状況が想定されます。

数日間（最低３日間）を生活できるように各家庭で備えておきましょう。

ハザードマップ

●メガネ、補聴器、

　入れ歯、普段飲んでいる薬

●ハザードマップ ●携帯電話●現金（小銭が重宝）、貴重品

●懐中電灯、　携帯ラジオ、

　予備の電池

●運動靴

できるだけ身軽に避難できるようにするため、非常持出品は避難に必要な物品や貴重品に

限りましょう。

非常持出品は、リュックサック等に入れて避難するときの通り道、玄関、寝室等において

おきましょう。

非常持出品（例）非常持出品（例）

非常備蓄品（例）非常備蓄品（例）

寒さ対策に必要なもの（例）寒さ対策に必要なもの（例）

支援が必要な方も、日頃から、災害時の避難についてイメージしておきましょう。

支援が必要な方は、役場まで申し出てください。

●かかりつけの医療機関をはじめ、病院や救護所などの

　情報収集の手助けをする｡

内部障がいのある方内部障がいのある方

●あわてないように優しい声で指示を出すか、

　手を取って安全な行動を促す。

知的障がいのある方知的障がいのある方

●災害時には、声をかけ情報を伝える。誘導する場合は、

　�を持った方の手には触れず、ひじのあたりを軽く持ってもらい、

　半歩前をゆっくりと歩く。

目が不自由な方目が不自由な方

●話すときは、口の開け方をハッキリとし、

　相手にわかりやすいようにする。

●手話、筆談、身振りなどの方法で正確な情報を伝える。
○○公園へ避難して下さい

耳が不自由な方耳が不自由な方

●階段では２人以上が必要｡

●上りは前向き、下りは後ろ向きにして移動する。

●支援者が１人の場合は、おぶりひもなどを用意し、

　おぶって避難する。

肢体が不自由な方肢体が不自由な方

●緊急のときは、おぶって安全な場所まで避難する。

●複数の支援者で対応する。

●不安を取り除くように声をかける。

高齢者･寝たきりの方高齢者･寝たきりの方

ひとり暮らしのお年寄りや障がいのある方は、災害時にすばやく避難することが困難です。

日頃から、地域で支援が必要な人を把握して災害時には行動をともにしてください。 　

非常持出品・非常備蓄品等  非常持出品・非常備蓄品等  お年寄りなどに対する避難支援お年寄りなどに対する避難支援

14 15


	P00a-34_表紙・避難場所一覧／わが家の防災メモ
	P00b-01_目次・災害から身を守る
	P02-03_風水害１・２
	P04-05_風水害３・４
	P06-07_風水害５・６
	P08-09_暴風雪１・２
	P10-11_地震１・２
	P12-13_土砂災害・自主防災
	P14-15_お年寄り・非常持出品
	P16-17_非常持出品（食に関する備え）
	P18-19_気象庁・防災情報
	P20-21_洪水_浦臼町全体図_50,000
	P22-23_洪水_浦臼町北部_25,000
	P24-25_洪水_浦臼町南部_25,000
	P26-27_洪水_浦臼町市街地_10,000
	P28-29_ため池_西島_10,000
	P30-31_ため池_晩東_10,000
	P32-33_ため池_岩村_10,000

